
科　　　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　減

Ⅰ 資産の部
1. 流動資産

現金 108,046 117,254 -9,208
普通預金 3,884,494 15,557,362 -11,672,868

流動資産合計 3,992,540 15,674,616 -11,682,076

２. 固定資産
(1)基本財産

定期預金 101,100,000 101,100,000 0
有価証券 23,813,500 23,813,500 0

基本財産合計 124,913,500 124,913,500 0

(2)特定資産
定期預金 247,000,000 250,000,000 -3,000,000
有価証券 1,379,826,600 1,235,621,750 144,204,850
日本国債 0
合同地方債 20,000,000 20,000,000 0

特定資産合計 1,646,826,600 1,505,621,750 141,204,850

(3)その他の資産
保証金 0

その他の資産合計 0 0 0

固定資産合計 1,771,740,100 1,630,535,250 141,204,850

資産合計 1,775,732,640 1,646,209,866 129,522,774

Ⅱ 負債の部

１. 流動負債
流動負債合計 0 0 0

２. 固定負債
固定負債合計 0 0 0

負債合計 0 0 0

Ⅲ 正味財産の部
１. 指定正味財産 124,913,500 124,913,500 0

指定正味財産合計 124,913,500 124,913,500 0
(うち基本財産への充当額） ( 124,913,500) ( 124,913,500) ( 　　　　　　　0)
(うち特定資産への充当額） ( 　　　　　　　0) ( 　　　　　　　0)

２. 一般正味財産 1,650,819,140 1,521,296,366 129,522,774
(うち基本財産への充当額） ( 　　　　　　　0) ( 　　　　　　　0) ( 　　　　　　　0)
(うち特定資産への充当額） ( 1,646,826,600)( 1,505,621,750)( 141,204,850)

負債及び正味財産合計 1,775,732,640 1,646,209,866 129,522,774

貸　借　対　照　表

2026年３月31日現在



　　基本財産及び特定資産の増減額及び残高
科　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産
　　定期預金 101,100,000 101,100,000
　　有価証券 23,813,500 23,813,500

小　　計 124,913,500 124,913,500
特定資産
　　定期預金 250,000,000 3,000,000 247,000,000
　　有価証券 1,235,621,750 144,204,850 1,379,826,600
共同発行地方債 20,000,000 20,000,000

小　　計 1,505,621,750 144,204,850 3,000,000 1,646,826,600

合　　計 1,630,535,250 144,204,850 3,000,000 1,771,740,100

財務諸表に対する注記

有価証券の評価基準及び評価方法
期末日の市場価格等に基づく時価法



財務諸表の注記

1 継続事業の前提に関する注記

　継続事業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況は存在しておりません。

2 （１）重要な会計方針

　　　有価証券の評価基準及び評価方法

　　　　満期保有目的の債券　　購入時の取得価額によっております。なお、取得価額と債券金額との

　　　　　差額について重要性が乏しいため、償却原価法は採用しておりません。

　　　満期保有目的の債券並びに子会社及び関連会社株式会社以外の有価証券

　　　　時価のあるもの　　　期末日の市場価格等に基づく時価方法（売却原価は移動平均法により算定）　　　

　　　　時価のないもの　　　寄付及び購入時の簿価

（２）棚卸し資産の評価基準及び評価基準方法

　　　棚卸し資産を所有しておりません。

（３）固定資産の減価償却の方法

　　　固定資産を所有しておりません。

（４）引当金の計上基準

　　　当奨学会の職員は関係会社からの出向職員にて運営していますので賞与及び退職金引当金は

　　　計上しておりません。

　　　役職員は、全員無給なので役員退職慰労引当金は計上しておりません。

（５）消費税等の会計処理

　　　消費税等の会計処理は、税込方式によっております。

3 会計方針の変更

　変更はありません。

4 基本財産及び特定資産の増減額及び残高

前期末残高及び当期末残高は、貸借対照表上の該当科目の金額に一致する。

　　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位：円）

科目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

　　定期預金 101,100,000 0 0 101,100,000

　　有価証券 23,813,500 0 0 23,813,500

　　小　　　計 124,913,500 0 0 124,913,500

特定資産

　　定期預金 250,000,000 3,000,000 247,000,000

　　有価証券 1,235,621,750 144,204,850 1,379,826,600

共同発行地方債 20,000,000 20,000,000

　　小　　　計 1,505,621,750 144,204,850 3,000,000 1,646,826,600

　　合　　　計 1,630,535,250 144,204,850 3,000,000 1,771,740,100



5

基本財産及び特定資産の財源等の内訳

　指定正味財産からの充当額、一般正味財産からの充当額の合計欄の金額は貸借対照表の

　正味財産の部の内書きの金額に一致する

　　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（うち指定正味 （うち一般正味 （うち負債に

　　科　　　目 　当期末残高 　　財産からの 　　財産からの 　　対応する額）

　　　充当額） 　　　充当額）

基本財産

　　定期預金 101,100,000 ( 　101,100,000) ( 　　　　　　　0) ( 　　　　　　　0)

　　有価証券 23,813,500 (  　23,813,500) ( 　　　　　　　0) ( 　　　　　　　0)

　　小　　　計 124,913,500 ( 　124,913,500) ( 　　　　　　　0) ( 　　　　　　　0)

特定資産

　　定期預金 247,000,000 ( 　　　　　　　0) ( 　247,000,000) ( 　　　　　　　0)

　　有価証券 1,379,826,600 ( 　　　　　　　0) ( 1,379,826,600) ( 　　　　　　　0)

共同発行地方債 20,000,000 ( 　　　　　　　0) (     20,000,000) ( 　　　　　　　0)

　　小　　　計 1,646,826,600 ( 　　　　　　　0) ( 1,646,826,600) ( 　　　　　　　0)

6 　　合　　　計 1,771,740,100 ( 　124,913,500) ( 1,646,826,600) ( 　　　　　　　0)

7 担保に供している資産

　当奨学会は担保に供している資産はありません。

8 固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

　当奨学会は減価償却する固定資産はありません。

9 債権の債権金額、貸倒引当金の当期残高及び当該債権の当期末残高

　当奨学会は借り入れ、貸し付け等をしていないので債権等はありません。

10 保証債務等の偶発債務

　当奨学会は債務保証、保証類似行為を行っておりません。

満期保有目的の債権の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

11 　当奨学会は満期保有目的の債権は日本国債なので時価評価はしておりません。

　帳簿価額は購入金額で計算しております。

12 補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

　当奨学会は補助金等を受けておりません。

13 基金及び代替基金の増減額及びその残高

　当奨学会の基金ありません。

14 指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

　当奨学会は指定正味財産から一般正味財産への振替は当期はしておりません。

15 関連当事者との取引の内容

　当奨学会は関連当事者との取引はありません。

重要な後発事象

　当奨学会に重要な後発事象は発生しておりません。


